
932

2013

●新年のご挨拶………………………………1
●文部科学大臣表彰／産業優良従事者表彰………2
●姉妹都市交流50年… ……………………3〜6
●災害義援金の報告とお礼…………………7
●人権シリーズ…………………………………8
●コリーンさんからのお便り………………11

新しい年。さあ、駆けだそう！（11月12日：大中公園付近）

１



1

大和高田市長
　吉　田　誠　克

　新年、明けましておめでとうございます。
　市民の皆さまには、平成25年の輝かしい初春を
健やかにお迎えのことと、心からお慶び申し上げます。
　平成15年に市民の皆さまのご支持をいただき、
早くも10年間市政を担当させていただいております。
　私は、大和高田市の発展のためには、市財政の
健全化を果たすことが最重要課題と捉え、市民皆さま
のご理解とご協力をいただき、行財政改革を推進し、
財政構造の改善に取り組んでまいりました。
　その成果として、最大で９億６千万円余りの累積
赤字を解消し、平成 22年度一般会計決算では、
10年ぶりとなる黒字額を計上することができました。
引き続き平成23年度決算においても、８億円余り
の黒字額となっております。
　また、行財政改革を進める中でも、中和幹線の
高田市部分の全面開通、高田こども園・土庫こども
園の新設、幼・保・小中学校校舎の耐震化など、
事業の選択と集中により重点事業の推進に努めて
おり、今後も持続可能な財政基盤を構築することで、
多様化する行政ニーズに応え、市民生活の向上、
充実を図ってまいります。
　平成 25 年度は、第４次大和高田市総合計画
後期計画（５年）のスタートの年であり、本市の将来
都市像である、「元気な高田」「誇れる高田」の
実現に向け、まちづくりを進めてまいります。
幸い本市には、先人が築かれた、商・工・農の伝統、
町並みや市民文化、国・県・市の公共施設、鉄道や
道路交通網など、素晴らしい財産があります。
これらを活用し、多くの人が暮らし、集う魅力
あるまちづくりを推進し、活力のあるまちへと発展を
めざしてまいります。
　地方を取り巻く環境は、先行き不透明ではあり
ますが、本市の将来の発展と、市民生活の向上を
常に念頭に置き、教育、福祉、医療、文化等の
行政課題に応え、心豊かな、市民が主役の市政を
めざしてまいります。市民の皆さまには、より一層
のご支援ご協力をお願い申し上げますとともに、
皆さま方のご健康、ご多幸を心よりお祈り申し上げ
まして、新年のご挨拶といたします。

大和高田市議会議長
　森　村　和　男

　新年、明けましておめでとうございます。
市民の皆さまには、希望に満ちた新年をお迎えの
ことと、心からお慶び申し上げます。 市議会を
代表いたしまして、謹んで新年のご挨拶を申し
上げます。
　市民の皆さま方におかれましては、日ごろより
市政に対する暖かいご理解とご協力を賜り、厚く
お礼申し上げます。
今年の干支は、巳年です。漢書の律暦志では、
「止む」の意味の「巳」とし、草木の生長が極限
に達して、次の生命が作られはじめる時期と解さ
れています。新しい年を迎え、市民の皆さまの
一段の躍進を、心から願うところであります。
　さて、本市の財政状況は、市民の皆さまのご理解
とご協力による行財政改革の成果により、平成
23 年度一般会計決算の実質収支は、約 8億円
の黒字となり、単年度収支において5 年連続、
実質収支においては、2年連続の黒字となりまし
たが、引き続き他会計を含め安定した財政基盤
の確立を目指し、職員一丸となって取り組まれて
いるところです。
　また地方分権改革が進められるなか、地方自治
体の自己決定、自己責任の範囲が拡大し、議会
の果たすべき役割がますます重要になってまいり
ます。市議会といたしましては、市政を取り巻く
環境の変化を的確にとらえ、議員活動にまい進
するとともに、皆さまのご意見を反映し、快適な市民
生活の実現に向け、諸施策の推進に努めるもの
であります。また執行機関と互いに切磋琢磨し
ながら、安全で安心して暮らせる生きがいの持て
るまちづくりを進めてまいります。
　最後になりましたが、市民の皆さまのご多幸を
お祈りするとともに、本年も相変わらぬご支援と
ご協力を賜りますよう心からお願い申し上げまして、
新年のご挨拶といたします。

発展・飛躍を
めざして！

生きがいの
持てるまちへ

謹　賀　新　年
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文
部
科
学

大
臣
表
彰

　

永
年
に
わ
た
り
、奈
良
県
文
化
財
保
護

指
導
員
等
を
務
め
る
な
ど
、地
域
の
文
化

財
保
護
に
貢
献
し
て
い
る
こ
と
が
高
く

評
価
さ
れ
、平
成
24
年
度
地
域
文
化
功

労
者
文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
ま

し
た
。

　

お
祝
い
を
申
し
上
げ
、今
後
ま
す

ま
す
の
活
躍
を
祈
念
し
ま
す
。

吉
村　

芳
倶
さ
ん

　商工業・農業の各分野で著しい功績をあげられ、市の発展に貢献されている皆さんが、産業優良従事者と
して、11 月 21 日に表彰されました。
　受賞された皆さんに、深く敬意を表すとともに、今後、なお一層の活躍を期待して、お祝い申し上げます。

　

多
年
に
わ
た
り
、本
市
産
業

の
経
営
に
精
進
さ
れ
、工
業
の

発
展
育
成
に
尽
く
さ
れ
て
い
る

功
績
に
よ
る
表
彰
。

●
産
業
優
良
工
業
従
事
者

　

本
市
産
業
の
従
業
員
と
し
て

誠
実
を
尽
く
さ
れ
、職
場
に

お
け
る
勤
務
成
績
が
優
秀
で

あ
る
と
と
も
に
、職
務
に
対
す
る

努
力
が
他
の
模
範
で
あ
る
こ
と

に
よ
る
表
彰
。

●
産
業
優
良
従
業
員

　

多
年
に
わ
た
り
、本
市
産
業

の
経
営
に
精
進
さ
れ
、商
業
の

発
展
育
成
に
尽
く
さ
れ
て
い
る

功
績
に
よ
る
表
彰
。

●
産
業
優
良
商
業
従
事
者

　

多
年
に
わ
た
り
、本
市
産
業

の
経
営
に
精
進
さ
れ
、農
業
の

発
展
育
成
に
尽
く
さ
れ
て
い
る

功
績
に
よ
る
表
彰
。

●
産
業
優
良
農
業
従
事
者向井　節子さん

射場　祥行さん

森　弘行さん

鵜山　隆さん

辻井　康治さん

増田　正芳さん花井　啓員さん

波戸　伸光さん

尾崎　誠さん 木下　浩明さん

吉井　俊治さん

産業優良従事者表彰
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リ
ズ
モ
ー
市
と
大
和
高
田
市
　
姉
妹
都
市
交
流
50
年
を
記
念
し
て

　

大
和
高
田
市
は
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ル
ズ
州
に
あ
る
リ
ズ
モ
ー
市
と
、

１
９
６
３（
昭
和
38
）年
８
月
７
日
に
、姉
妹
都
市
を
結
び
ま
し
た
。こ
れ
は
、日
本
と
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
間
で
の
、姉
妹
都
市
締
結
第
１
号
で
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
今
年
８
月
、50
周
年
を
迎
え
ま
す
。こ
れ
は
、日
本
と

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
交
流
50
年
を
も
意
味
し
、今
年
２
０
１
３

（
平
成
25
）年
は
、日
豪
交
流
観
光
年
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

リ
ズ
モ
ー
市
は
、ど
ん
な
街
？

　

リ
ズ
モ
ー
市
は
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
南
東
部
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス

ウ
ェ
ル
ズ
州
に
あ
る
、面
積
１
、２
６
７
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、

人
口
約
４
６
、０
０
０
人
の
街
で
す
。

　

主
要
産
業
は
、酪
農
、畜
産
加
工
、果
樹
栽
培
、マ
カ
ダ
ミ

ア
ン
ナ
ッ
ツ
の
生
産
も
活
発
で
す
。市
内
に
は
、サ
ザ
ン
ク

ロ
ス
大
学
が
あ
り
、学
生
の
街
で
も
あ
り
ま
す
。

な
ぜ
、リ
ズ
モ
ー
市
と
姉
妹
都
市
に
？

　

昨
年（
２
０
１
２
年
）11
月
２
日
に
、奈
良
市
登
美
ヶ
丘
教
会
に
滞
在
中
の
パ
ウ
ロ・グ
リ
ン

神
父
に
お
会
い
し
、お
話
を
伺
っ
て
き
ま
し
た
。神
父
は
今
か
ら
50
年
前
、姉
妹
都
市
締
結
に

尽
力
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

第
２
次
世
界
大
戦
後
間
も
な
い
こ
ろ
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、ま
だ
強
い
反
日
感
情
が

あ
り
ま
し
た
。そ
の
よ
う
な
中
、１
９
５
５（
昭
和
30
）年
、リ
ズ
モ
ー
市
出
身
の
パ
ウ
ロ・グ
リ
ン

神
父
は
来
日
し
、翌
年
、高
田
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
赴
任
し
ま
し
た
。

グ
リ
ン
神
父
は
、ま
だ
学
生
の
時
に
、

　
「
戦
争
が
終
わ
っ
た
。し
か
し
、相
手
の
国
に
恨
み
を
持
ち
続
け
る
こ
と
は
、次
の
戦
争
を

　

生
み
出
す
だ
け
だ
」

と
い
う
、両
国
の
和
解
と
友
好
に
生
涯
を
さ
さ
げ
た
、ラ
イ
オ
ネ
ル・マ
ー
ス
デ
ン
神
父
の
言
葉
を

聞
い
た
そ
う
で
す
。

　

１
９
５
７（
昭
和
32
）年
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
一
時
帰
国
し
た
神
父
は
、タ
イ
ム
誌
に
こ
ん
な

記
事
を
見
つ
け
ま
し
た
。当
時
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、世
界
の
60
の
都
市
と
姉
妹
都
市
を

結
ん
で
い
ま
し
た
が
、日
本
と
の
締
結
は
、一
つ
も
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。そ
こ
で
、グ
リ
ン

神
父
は
、当
時
の
名
倉
仙
蔵
大
和
高
田
市
長
に
、英
語
で
手
紙
を
書
き
ま
し
た
。

▶1963年、姉妹都市盟約書を交わす▶パウロ・グリン神父の姿も（左側）

▶1964年、キャンベル・リズモー市長夫妻が本市を訪問、
　名倉市長と

▶通りには、歓迎の看板も。当時、市内で外国の人に
　出会う機会はなかったでしょうね

（
１
９
６
３
年
〜
１
９
６
４
年
）
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神
父
は
、ロ
ー
マ
字
を
勉
強
し
て
い
ま
し
た
が
、日
本
語
は
、ま
だ
上
手
で
は
な
か
っ
た
そ
う

で
す
。返
事
は
、す
ぐ
に
来
た
そ
う
で
す
。名
倉
市
長
は
、ア
メ
リ
カ
の
大
学
へ
留
学
し
て
い
て
、

英
語
が
得
意
だ
っ
た
そ
う
で
す
。そ
し
て
、民
主
主
義
に
つ
い
て
も
、よ
く
学
ん
で
い
た
と
、

神
父
は
語
っ
て
い
ま
す
。

※
当
時
の
様
子
は
、１
９
９
９（
平
成
11
）年
に
制
作
さ
れ
た
、「
豪
日
に
架
け
る　

愛
の
鉄
道
」

　

や
、パ
ウ
ロ・
グ
リ
ン
神
父
が
、登
美
ヶ
丘
教
会
に
赴
任
し
て
い
た
兄
ト
ニ・
グ
リ
ン
神
父
に

　

つ
い
て
書
い
た「
サ
ム
ラ
イ
の
如
く
―
ト
ニ
・
グ
リ
ン
物
語
―
」で
、知
る
事
が
で
き
ま
す
。

　
「
サ
ム
ラ
イ
の
如
く
―
ト
ニ
・
グ
リ
ン
物
語
―
」は
、市
立
図
書
館
に
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
後
、１
９
６
２（
昭
和
37
）年
４
月
、キ
ャ
ン
ベ
ル
・
リ
ズ
モ
ー
市
長
か
ら
、姉
妹
都
市

締
結
の
承
諾
の
意
志
が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

１
９
６
４（
昭
和
39
）年
発
行
の
大
和
高
田
・
リ
ズ
モ
ー
都
市
友
好
協
会
会
報
に
は
、次
の

よ
う
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

１
９
６
３（
昭
和
38
）年
３
月

　

リ
ズ
モ
ー
市
と
の
姉
妹
都
市
提
携
案
を
３
月
定
例
市
議
会
に
報
告「
新
議
会
議
員
に
よ
っ
て

　

検
討
す
る
」こ
と
に
決
定

１
９
６
３（
昭
和
38
）年
４
月
24
日

　

大
阪
ホ
テ
ル
、グ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
、在
日
中
の
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ル
ズ
州
へ
フ
ロ
ン
首
相
と

　

名
倉
市
長
夫
妻
が
会
見
、両
市
の
姉
妹
都
市
提
携
に
つ
い
て
懇
談

１
９
６
３（
昭
和
38
）年
５
月　

　

５
月
臨
時
市
議
会
に
お
い
て「
リ
ズ
モ
ー
市
と
の
都
市
提
携
に
つ
い
て
」満
場
一
致
で
同
意

１
９
６
３（
昭
和
38
）６
月
25
日　

　

リ
ズ
モ
ー
市
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
、市
内
の
生
徒
、児
童
に
よ
る
絵
画
、婦
人
会
員
に
よ
る
手
芸
品
、

　

子
ど
も
会
会
員
に
よ
る
寄
せ
書
、千
羽
鶴
、録
音
テ
ー
プ
、ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
の
活
動
ア
ル
バ
ム
、

　

市
の
写
真
な
ど
を
神
戸
港
か
ら
送
付

１
９
６
３（
昭
和
38
）年
７
月
17
日

　

リ
ズ
モ
ー
市
長
よ
り
、名
倉
市
長
夫
妻
に
姉
妹
都
市
提
携
調
印
式
な
ら
び
に
各
種
会
合
、

　

施
設
見
学
な
ど
の
招
待
を
受
け
る

１
９
６
３（
昭
和
38
）年
７
月
27
日

　

市
長
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
訪
問
を
市
議
会
で
承
認

１
９
６
３（
昭
和
38
）年
７
月
30
日

　

調
印
式
に
参
加
の
た
め
市
長
夫
妻
高
田
発
、龍
王
宮
お
よ
び
市
役
所
で
市
民
多
数
の
見
送
り

　

を
受
け
る

１
９
６
３（
昭
和
38
）年
８
月
７
日

　

リ
ズ
モ
ー
市
議
事
堂
で
調
印
式

▶1982年、カウレイ・リズモー市長夫妻が本市を訪問

▶1988年、リズモー市女子ホッケーチームが来高

▶1990年、本市教職員がリズモー市を訪問

▶1994年、30周年を記念して、本市市民訪問団が
　リズモー市へ

（
１
９
８
２
年
〜
１
９
９
４
年
）
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１
９
６
３（
昭
和
38
）年
８
月
22
日

　

市
議
会
全
員
協
議
会
を
開
催
、名
倉
市
長
よ
り
訪
豪
の
報
告
を
き
く

　

実
は
、こ
の
締
結
日
８
月
７
日
に
も
、意
味
が
あ
り
ま
し
た
。広
島
に
原
子
爆
弾
が
投
下
さ
れ
た

８
月
６
日
の
翌
日
、両
市
の
友
好
と
世
界
平
和
を
誓
う
日
に
、こ
の
日
を
選
ん
だ
そ
う
で
す
。

盟
約
書
に
は
、こ
う
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア・ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ル
ズ
州
、リ
ズ
モ
ー
市
と
、日
本
、大
和
高
田
市
は

相
互
の
友
情
を
助
長
す
る
こ
と
を
念
願
し
、文
化
、産
業
の
交
流
を
推
進
す
る
。

　

こ
の
交
流
、こ
の
友
情
は
、両
市
間
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、そ
の
母
国
、日
本
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

に
ま
で
及
ぶ
で
あ
ろ
う
こ
と
を
信
ず
る
。

　

さ
ら
に
、こ
の
両
市
の
協
調
が
全
世
界
平
和
に
貢
献
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
確
信
す
る
。

　

１
９
６
３
年
８
月
７
日
、わ
れ
わ
れ
は
姉
妹
都
市
と
し
て
の
協
力
を
こ
こ
に
誓
約
す
る
。

　

名
倉
市
長
は
、子
ど
も
の
教
育
に
も
熱
心
だ
っ
た
そ
う
で
す
。神
父
は
、こ
う
語
っ
て
い
ま
す
。

　
「
こ
れ
か
ら
の
日
本
を
作
る
の
は
、子
ど
も
た
ち
だ
か
ら
と
考
え
て
い
た
か
ら
で
し
ょ
う
。大
和

高
田
市
に
幼
稚
園
を
建
て
よ
う
と
計
画
し
た
時
も
、熱
心
に
協
力
し
て
く
れ
ま
し
た
。地
元
の
人

た
ち
と
の
交
渉
に
も
尽
力
し
て
く
れ
ま
し
た
。覚
え
て
い
ま
す
。日
本
の
人
が
言
う
、紀
元
節

の
日
で
し
た
。先
祖
か
ら
受
け
継
い
だ
土
地
だ
け
れ
ど
、と
土
地
を
譲
っ
て
く
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。幼
稚
園
建
設
に
は
、リ
ズ
モ
ー
市
民
も
、大
勢
の
人
が
寄
付
し
て
く
れ
ま
し

た
。コ
リ
ー
ン
・
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
さ
ん
は
、無
償
で
２
年
間
日
本
へ
来
て
、幼
稚
園
で
子
ど

も
た
ち
に
英
語
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。保
護
者
の
人
た
ち
は
、運
動
場
や
さ
ま
ざ
ま
な
物

を
作
っ
て
く
れ
ま
し
た
」

　
「
こ
の
姉
妹
都
市
締
結
に
は
、人
と
人
の
出
会
い
が
、た
く
さ
ん
重
な
っ
て
い
ま
す
」

　

そ
れ
か
ら
、50
年
。そ
の
間
、両
市
で
お
こ
っ
た
水
害
に
、互
い
に
寄
付
金
を
贈
っ
た
り
、

市
民
訪
問
団
の
派
遣
、交
換
学
生
の
派
遣
事
業
を
続
け
て
き
ま
し
た
。大
和
高
田
市
か
ら

１
５
９
名
の
高
校
生
が
リ
ズ
モ
ー
市
を
訪
れ
、リ
ズ
モ
ー
市
か
ら
１
４
７
名
が
本
市
を
訪
問

し
て
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
東
日
本
大
震
災
の
年
に
は
、リ
ズ
モ
ー
市
で
は
街
頭
募
金
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
夏
に
派
遣
学
生
が
リ
ズ
モ
ー
市
役
所
を
訪
問
し
た
際
に
は
、中
庭
で
追
悼
式
が
行
わ
れ
、

参
加
者
全
員
が
焼
香
を
し
た
そ
う
で
す
。

　

大
和
高
田
市
総
合
公
園（
大
字
出
３
２
５・１
）北
側
駐
車
場
に
は
、姉
妹
都
市
締
結
20
周
年

に
、リ
ズ
モ
ー
市
か
ら
贈
ら
れ
た
ユ
ー
カ
リ
の
種
が
育
ち
、大
木
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、両
市
が
50
年
前
に
交
わ
し
た
盟
約
書
の
と
お
り
、両
母
国
の
友
情
・
交
流
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
取
る
よ
う
な
、意
義
深
い
姉
妹
都
市
交
流
を
続
け
た
い
も
の
で
す
。

▶1995年大和高田ロータリークラブが、リズモー西
　ロータリークラブと姉妹クラブ締結

▶1997年姉妹都市締結35周年、大和高田市市制
　50周年を記念して、ロズ・アーウィン市長ほかリズモー
　市民訪問団が来高

▶2002年、さざんかホールで、イザベラ・ア・カペラ
　がコンサートを開く

▶2012年、リズモー市派遣学生が市内の学校で交流

（
１
９
９
５
年
〜
２
０
１
２
年
）
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リ
ズ
モ
ー
市
か
ら
の
贈
り
物

　

11
月
7
日
か
ら
25
日
ま
で
の
間
、陵
西

幼
稚
園
、浮
孔
幼
稚
園
、市
立
中
央
公
民
館
、

奈
良
県
産
業
会
館
で
、リ
ズ
モ
ー
市
か
ら

届
い
た
子
ど
も
た
ち
の
絵
が
展
示
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
年
６
月
に
、本
誌
で
募
集
し
、集
ま
っ
た

74
点
の
子
ど
も
の
絵
を
リ
ズ
モ
ー
市
へ
届
け
、

９
月
に
リ
ズ
モ
ー
市
の
学
生
が
、90
点
あ
ま
り

の
絵
を
あ
ず
か
っ
て
き
て
く
れ
ま
し
た
。

　

大
和
高
田・リ
ズ
モ
ー
都
市
友
好
協
会
に

よ
り
、国
際
交
流
の
歩
み
や
、派
遣
学
生
の

写
真
な
ど
も
展
示
さ
れ
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

雰
囲
気
が
楽
し
め
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

▶2012年11月30日、パウロ・グリン神父と吉田市長が
　対談

▶2012年、姉妹都市交流20周年に贈られたユーカリの
　種は、こんな大きな木に。この一角を『リズモーの庭』と命名

▶2012年、本市子どもたちの絵がリズモー市図書館で展示

（
２
０
１
２
年
）

▶陵西幼稚園で「私たちの絵も、リズモー市へとどけたよ」

▶元気ウィークで ▶市立中央公民館で

▶リズモー市交換学生と一緒にお祝いしました。
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「
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
」及
び「
奈
良
県
台
風
12
号
」に

対
す
る
災
害
義
援
金
の
報
告
と
お
礼
に
つ
い
て

大
和
高
田
市
長
　
吉
田 

誠
克

　
「
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
」な
ら
び
に
、「
奈
良
県
台
風
12
号
」に
よ
り
被
災
さ
れ
た

皆
さ
ま
に
は
心
か
ら
お
見
舞
申
し
上
げ
、被
災
地
の一日
も
早
い
復
興
を
心
よ
り
お
祈
り

し
ま
す
。

　

さ
て
、平
成
23
年
よ
り
市
民
・
自
治
会
・
各
種
団
体
な
ど
か
ら
お
預
か
り
し
て
い
ま
す

「
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
」に
対
す
る
災
害
義
援
金
に
つ
い
て
、一
定
額
が
集
ま
り
ま
し

た
の
で
、報
告
し
ま
す
。ま
た
、「
奈
良
県
台
風
12
号
」に
対
す
る
災
害
義
援
金
に
つ
い
て
、

受
付
期
間
が
終
了
し
、集
計
い
た
し
ま
し
た
の
で
、報
告
し
ま
す
。た
く
さ
ん
の
ご
支
援
を

い
た
だ
き
、心
か
ら
感
謝
し
ま
す
。

　

な
お
、「
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
」義
援
金
の
受
付
及
び
、義
援
金
箱
の
設
置
は
、平
成

25
年
３
月
31
日
ま
で
を
予
定
し
て
い
ま
す
。引
き
続
き
の
ご
協
力
を
、お
願
い
し
ま
す
。

乾
燥
に
よ
る
火
災
に
注
意

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
空
気
が
乾
燥
し
、火
災
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。火
災
を
未
然
に
防

ぐ
た
め
、次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◦
家
の
ま
わ
り
に
可
燃
ご
み
な
ど
、燃
え
や
す
い
も
の
を
置
か
な
い
。

◦
た
ば
こ
の
火
の
始
末
を
確
実
に
す
る
。

◦
コ
ン
ロ
を
使
う
と
き
は
、そ
の
場
を
離
れ
な
い
。

◦
マッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー
を
放
置
し
な
い
。

◦
外
出
す
る
と
き
は
、必
ず
火
の
元
を
点
検
す
る
。

以
上
の
こ
と
な
ど
に
注
意
し
、火
の
取
扱
い
や
後
始
末
に
注
意
す
る
な
ど
、火
災
予
防
を
徹
底
し

ま
し
ょ
う
。

〔
高
田
消
防
署　

予
防
第
１
係
☎
25
・
０
１
１
９　

内
線
24
〕

「
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
」大
和
高
田
市
災
害
義
援
金

平
成
24
年
11
月
５
日
時
点
の
災
害
義
援
金
総
額　
　
　
　
　
　

金　

３
７
，０
５
４
，３
９
６
円

平
成
23
年
３
月
28
日　

日
本
赤
十
字
社
奈
良
県
支
部
宛　
　　

金　

１
１
，０
０
０
，０
０
０
円

平
成
23
年
４
月
13
日　

奈
良
県
共
同
募
金
会
宛　
　
　
　
　
　　

金　

５
，０
０
０
，０
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
手
県
陸
前
高
田
市
宛　
　
　
　
　
　　

金　

５
，０
０
０
，０
０
０
円

平
成
23
年
５
月
20
日　

奈
良
県
共
同
募
金
会
宛　
　
　
　
　
　　

金　

５
，０
０
０
，０
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
手
県
陸
前
高
田
市
宛　
　
　
　
　
　　

金　

５
，０
０
０
，０
０
０
円

平
成
23
年
10
月
27
日　

岩
手
県
陸
前
高
田
市
宛　
　
　
　
　
　　

金　

５
，０
０
０
，０
０
０
円

平
成
24
年
11
月
27
日　

陸
前
高
田
市
小
中
学
校
復
興
基
金　
　　

金　

１
，０
５
０
，０
０
０
円

残
金　

４
，３
９
６
円

※
こ
の
残
金
を
含
め
、今
後
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
義
援
金
は
、一
定
ま
と
ま
り
次
第
お
届
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
災
害
義
援
金
は
、引
き
続
き
市
役
所
社
会
福
祉
課
で
受
付
し
て
い
ま
す
。義
援
金
箱
は
、市
役
所（
社
会
福
祉
課
）、

　

大
和
高
田
市
立
病
院
、天
満
診
療
所
、市
立
図
書
館
、高
田
温
泉
さ
く
ら
荘
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

「
奈
良
県
台
風
12
号
」大
和
高
田
市
災
害
義
援
金

受
付
終
了
時
の
災
害
義
援
金
総
額　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金　

２
，３
２
２
，２
８
３
円

平
成
23
年
12
月
９
日
送
金
額　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金　

１
，７
０
０
，０
０
０
円

平
成
24
年
11
月
５
日
送
金
額　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　

金　

６
２
２
，２
８
３
円

内
訳五

條
市（
災
害
復
旧
基
金
）……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
２
２
，２
８
３
円

野
迫
川
村（
紀
伊
半
島
大
水
害
支
援
金
）……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
０
０
，０
０
０
円

十
津
川
村（
台
風
12
号
に
よ
る
災
害
寄
付
金
）……
…
…
…
…
…
…
…
…
１
０
０
，０
０
０
円

天
川
村
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
０
０
，０
０
０
円

黒
滝
村
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
０
０
，０
０
０
円

川
上
村（
台
風
12
号
に
係
る
災
害
支
援
金
）……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
０
０
，０
０
０
円

　

大
和
高
田
市
立
病
院
で
は
、平
成
23
年
９
月
の
台
風
12
号
で
、甚
大
な
被
害
に
あ
っ
た

十
津
川
村
に
対
し
、５
０
、０
０
０
円
の
寄
付
を
行
い
ま
し
た
。こ
れ
は
、平
成
24
年
10
月

20
日
に
市
立
病
院
で
行
わ
れ
た
、「
第
１
回
健
康
い
き
い
き
フ
ェ
ス
タ
in
大
和
高
田
」に

お
け
る
、チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
の
収
益
金
で
す
。同
イ
ベ
ン
ト
は
今
後
も
継
続
し
て
い

き
ま
す
。

〔
大
和
高
田
市
立
病
院　

☎
53
・
２
９
０
１
〕

寄
付
金
を
十
津
川
村
へ



8

『
た
す
け
て
カ
ー
ド
』っ
て

118

　

今
年
も
、
人
権
シ
リ
ー
ズ
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

今
回
は
、「
た
す
け
て
カ
ー
ド
」

に
つ
い
て
、
書
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

み
な
さ
ん
は
、
２
０
１
０
年

８
月
に
、
市
内
の
フ
ァ
ー
ス
ト

フ
ー
ド
店
で
お
こ
っ
た
、
次
の

出
来
事
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。

　

県
内
の
知
的
障
が
い
の
男
性

が
、
フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド
店
で
、

若
者
グ
ル
ー
プ
と
座
席
を
巡
っ

て
ト
ラ
ブ
ル
に
な
り
ま
し
た
。

　

困
っ
た
男
性
が
、警
察
に
助
け

を
求
め
る
と
、若
者
た
ち
は
警
察

官
に
、「
男
性
に
つ
ね
ら
れ
た
」と

被
害
を
訴
え
た
の
で
す
。
男
性

は
、否
認
し
た
の
で
す
が
、警
察
署

で
取
り
調
べ
を
受
け
て
い
る
う
ち

に
、
つ
ね
っ
た
こ
と
を
認
め
、

暴
行
容
疑
で
書
類
送
検
さ
れ
ま

し
た
。
警
察
署
に
迎
え
に
行
っ

た
支
援
者
の
前
で
、
男
性
は
、

自
分
の
言
っ
た
こ
と
が
警
察
官

に
伝
わ
ら
な
く
て『
悔
し
い
』と
、

大
泣
き
し
ま
し
た
。地
検
は
そ
の

後
、男
性
を
不
起
訴
処
分
に
し
ま

し
た
。

　

外
見
で
は
障
が
い
の
有
無
が

わ
か
り
に
く
い
、知
的
障
が
い
の

人
は
、
自
分
の
思
い
が
相
手
に

十
分
伝
え
る
こ
と
が
で
き
な
い

た
め
、誤
解
さ
れ
て
、ト
ラ
ブ
ル
に

巻
き
込
ま
れ
や
す
い
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
知
的
障
が
い
な
ど

で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

ハ
ン
デ
ィ
を
か
か
え
る
人
が
、

ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
そ
う

に
な
っ
た
時
、
相
手
に
見
せ
て
、

支
援
の
必
要
性
を
訴
え
、支
援
者

ら
に
連
絡
し
て
も
ら
う
「
た
す

け
て
カ
ー
ド
」
が
、
考
案
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
カ
ー
ド
は
、市
内
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人『
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
も
ち

つ
も
た
れ
つ
』が
中
心
に
な
り
作
成

し
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て

い
ま
す
。

　

う
ま
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

と
れ
な
い
時
、そ
の
こ
と
を
相
手

の
人
に
知
っ
て
も
ら
え
た
ら
、

助
か
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。

　

自
分
に
と
っ
て
も
相
手
に

と
っ
て
も
、
こ
の
よ
う
な
事
件

は
不
幸
で
す
。
ぜ
ひ
、人
と
人
と

の
出
会
い
が
豊
か
な
も
の
で
あ

カ
ー
ド
見
本

る
た
め
に
も
、
こ
の
「
た
す
け

て
カ
ー
ド
」
が
、
普
及
し
て
ほ

し
い
も
の
で
す
。　〔

人
権
施
策
課
〕

　

橋
を
渡
っ
て
、
境
内
へ
。

　

さ
て
、
こ
こ
は
市
内
の
ど
こ
で

し
ょ
う
。

　

答
え
は
後
の
ペ
ー
ジ
で
す
。
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保健センター
つうしん

～
結
核
予
防
に
つ
い
て
～

　

結
核
は
、「
過
去
の
病
気
」｢

お
年

寄
り
の
病
気｣

と
思
わ
れ
が
ち
で
す

が
、年
間
２
万
人
以
上
の
新
し
い

患
者
が
出
て
い
る
、日
本
最
大
の

感
染
症
で
す
。奈
良
県
で
も
、平
成

21
年
に
２
９
８
名
の
人
が
、新
た
に

結
核
に
な
り
ま
し
た
。ま
た
、葛
城

保
健
所
管
内
で
は
、平
成
23
年

に
、１
歳
児
で
１
名
、30
歳
代
で

３
名
の
患
者
が
、新
た
に
出
て
い

ま
す
。

　

結
核
と
は
、結
核
菌
に
よ
っ
て
、

主
に
肺
に
炎
症
を
起
こ
す
病
気

で
す
。結
核
菌
の
混
じ
っ
た
た
ん

が
、せ
き
や
く
し
ゃ
み
と
一
緒
に

空
気
中
に
飛
び
散
り
、そ
れ
を
周
り

の
人
が
直
接
吸
い
込
む
こ
と
に

よ
っ
て
、感
染
し
ま
す
。原
因
が

結
核
菌
な
の
で
、せ
き
止
め
や
か
ぜ

薬
で
は
効
か
ず
、抗
結
核
剤
を
内
服

し
な
い
限
り
、症
状
は
よ
く
な
り

ま
せ
ん
。結
核
は
早
期
発
見
、早
期

治
療
す
る
こ
と
で
、重
症
化
を
防
ぐ

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

結
核
の
感
染・発
病
を
防
ぐ
た
め

に
は
、次
の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

【
医
療
面
で
の
注
意
点
】

①
２
週
間
以
上
せ
き
が
続
い
た

　

ら
、早
め
の
受
診
を

　

結
核
の
症
状
：
せ
き（
乾
い
た

せ
き
が
特
徴・２
週
間
以
上
続
く
）、

た
ん
が
で
る
、発
熱（
微
熱
が
続
く
）、

血
た
ん
、胸
の
痛
み
、体
が
だ
る
い
、

体
重
減
少
。

※
か
ぜ
で
受
診
し
た
場
合
、医
療

機
関
で
も
結
核
に
気
づ
か
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。処
方
さ
れ
た

薬
が
効
か
な
い
場
合
に
は
、結
核

の
疑
い
が
な
い
か
、調
べ
る
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。

②
１
年
に
１
回
、胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン

　

検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

定
期
的
に
検
査
を
受
け
、結
核
の

兆
候
が
な
い
か
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま

し
ょ
う
。

③
乳
幼
児
の
予
防
接
種（
Ｂ
Ｃ
Ｇ
）

　

は
、必
ず
受
け
ま
し
ょ
う

　

感
染
し
た
場
合
の
重
症
化
を

防
ぐ
た
め
、乳
児（
生
後
３
か
月

か
ら
６
か
月
ま
で
）に
、必
ず
Ｂ
Ｃ
Ｇ

予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

【
生
活
面
で
の
注
意
点
】

①
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食

　

生
活
を

　

過
度
の
ダ
イ
エ
ッ
ト
や
偏
食

は
、免
疫
力
を
低
下
さ
せ
る
一
因

で
す
。

②
禁
煙
し
よ
う

　

た
ば
こ
の
煙
に
含
ま
れ
る
有
害

物
質
は
、約
２
０
０
種
類
。肺
が
ん

の
危
険
性
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

結
核
の
発
病
に
も
影
響
す
る
危
険

性
が
あ
り
ま
す
。

③
疲
労
を
避
け
、ス
ト
レ
ス
解
消

　

を
心
が
け
よ
う

　

疲
労
が
慢
性
化
し
、ス
ト
レ
ス
が

続
く
と
、免
疫
力
の
低
下
を
招
き

ま
す
。

④
発
病
の
危
険
性
の
高
い
人
は
、

　

特
に
注
意
を

　

高
齢
者
、乳
幼
児
、ま
た
、糖
尿
病

な
ど
の
生
活
習
慣
病
を
持
っ
て

い
る
人
、胃
を
切
除
し
た
人
、そ
の
他

免
疫
力
が
落
ち
て
い
る
状
態
の

人
は
、日
ご
ろ
か
ら
の
健
康
管
理

に
、注
意
が
必
要
で
す
。

　

市
で
は
、40
歳
以
上
の
人
を
対
象

に
、肺
が
ん
検
診
を
集
団
で
実
施

し
て
い
ま
す
。結
核
検
診
も
含
ん

で
い
ま
す
の
で
、定
期
的
な
チ
ェッ
ク

と
し
て
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、気
に
な
る
症
状
が
あ
る

場
合
は
、早
め
に
医
療
機
関
に
相
談

し
ま
し
ょ
う
。

か
ら
だ
の
機
能
を
落
と
さ
な
い
よ
う
に
、

運
動
し
ま
し
ょ
う
！

　

高
齢
期
を
快
適
に
過
ご
す
た
め
に
は
、
筋
肉
や
骨
・
関
節
を

よ
り
よ
く
保
ち
、
自
分
で
動
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

体
の
機
能
は
使
わ
な
い
で
い
る
と
、
す
ぐ
に
衰
え
て
し
ま
い

ま
す
。
機
能
低
下
を
食
い
止
め
る
に
は
、加
齢
と
と
も
に
、不
足

し
が
ち
に
な
っ
て
い
る
運
動
量
を
、増
や
し
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
す
。

◎
「
有
酸
素
運
動
」
を
し
ま
し
ょ
う

　

い
つ
か
ら
で
も
気
軽
に
始
め
ら
れ
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、毎
日
の

生
活
に
取
り
入
れ
や
す
い
、有
酸
素
運
動
で
す
。
30
代
、40
代
の

１
日
の
平
均
歩
数
は
、
約
８
、０
０
０
歩
で
す
が
、
60
代
で
は

約
７
、０
０
０
歩
、
70
代
以
上
で
は
約
４
、６
０
０
歩
と
、
年
齢

が
上
が
る
に
つ
れ
、
１
日
の
歩
数
が
急
激
に
減
っ
て
い
き
ま
す
。

　

毎
日
の
生
活
の
中
で
、意
識
し
て
歩
数
を
増
や
し
て
い
く
こ
と

が
、大
切
で
す
。
有
酸
素
運
動
に
は
、
そ
の
他
、
水
中
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
、
ラ
ジ
オ
体
操
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

◎
筋
肉
を
使
う
運
動
を
し
よ
う

　

筋
肉
と
骨
に
負
荷
を
か
け
て
、筋
力
ア
ッ
プ
し
、骨
を
丈
夫
に

し
ま
す
。
マ
シ
ン
や
ダ
ン
ベ
ル
な
ど
を
つ
か
っ
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

だ
け
で
は
な
く
、
自
分
の
体
重
を
利
用
し
た
運
動
も
で
き
ま
す
。
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ワ
ン
ピ
ー
ス
な
ど
31
点
の
パ
タ
ー
ン
と
共

に
作
者
お
す
す
め
の
奈
良
の
お
気
に
入
り
の

お
店
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
本
で
す
。

　
ち
な
み
に
、ミ
ル

ツ
ル
の
シ
ョ
ッ
プ
・

ア
ト
リ
エ
は
奈
良

県
大
和
郡
山
市

に
あ
り
ま
す
。

天
野　
千
鶴　
著
／
ア
ッ
プ
オ
ン

『
ミ
ル
ツ
ル
の
世
界

着
る
人
に
、
よ
り
そ
う
服
』

1月のおはなし会

☆
ほ
か
に
も
、
新
着
図
書
が
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。

児童書一般書
『「
自
分
を
売
り
込
む
力
」
の
つ
く
り
か
た
』

　

高
城　
幸
司　
著
／
講
談
社

『
し
ょ
う
が
』　　
　
　
　
　
　
　

コ
ウ
ケ
ン
テ
ツ　
著
／
講
談
社

『
志
士
の
風
雪
¦
品
川
弥
二
郎
の
生
涯
¦
』古川　

薫　
著
／
文
藝
春
秋

『
マ
ウ
ス
マ
ン
シ
ョ
ン
サ
ム
と
ユ
リ
ア
大
げ
き
じ
ょ
う
へ
』

カ
リ
ー
ナ
・
ス
カ
ー
プ
マ
ン　
作　

エ
ド
・
ハ
ー
ト
マ
ン　
写
真

　

内
藤　
里
永
子　
訳
／
メ
デ
ィ
ア
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

『
新
島
八
重
︱
維
新
の
桜
︱
』　　

楠
木 

誠
一
郎　
訳
／
ポ
プ
ラ
社

『
お
か
し
な
ゆ
き
ふ
し
ぎ
な
こ
お
り
』片

平　
孝　
写
真
／
ポ
プ
ラ
社

◎おはなし会
かい

▽とき　1月12日（土） ごぜん10じ30ぷん〜

▽ところ　としょかん　2かい
  ● おはなし　『あなのはなし』
  ● 絵

え

本
ほん

　　『はるにれ』

◎えほんとわらべうたの時
じ

間
かん

 ≪きらら≫

▽とき　1月26日（土） ごぜん10じ30ぷん〜

▽ところ　としょかん　2かい
 ● 絵

え

本
ほん

　　『たまごのあかちゃん』
 ● 絵

え

本
ほん

　　『ちびゴリラのちびちび』
※ほかにもたのしいおはなしや、てあそび
　があります。

１月の新着図書

◎
運
動
の
一
例

　
《
足
の
後
ろ
上
げ
》

　

◦
両
足
を
少
し
開
い
て
、い
す
か
ら
少
し
離
れ
て
、立
ち
ま
す
。

　
　

両
手
で
い
す
の
背
を
つ
か
ん
で
、
上
体
だ
け
、
45
度
ほ
ど

　
　

前
に
、
傾
け
ま
す
。

　

◦
ひ
ざ
が
曲
が
ら
な
い
よ
う
に
、
息
を
吐
き
な
が
ら
、
片
方

　
　

の
足
を
、
ゆ
っ
く
り
後
ろ
に
上
げ
ま
す
。

　

◦
そ
の
ま
ま
の
状
態
を
、
１
秒
間
続
け
た
後
、
ゆ
っ
く
り
と
、

　
　

元
の
姿
勢
に
も
ど
し
ま
す
。

　

※
ひ
ざ
は
で
き
る
だ
け
伸
ば
し
た
ま
ま
で
。
腰
痛
の
原
因
に

　
　

な
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
背
中
は
反
ら
さ
な
い
こ
と
。

　
《
つ
ま
先
立
ち
》

　

◦
両
足
を
軽
く
開
い
て
、い
す
か
ら
少
し
離
れ
て
、立
ち
ま
す
。

　

◦
つ
ま
先
を
軸
に
し
て
、１
、２
、３
、４
で
息
を
吸
い
な
が
ら
、

　
　

ゆ
っ
く
り
か
か
と
を
上
げ
、
１
、２
、３
、４
で
、
息
を
吐
き

　
　

な
が
ら
、
ゆ
っ
く
り
お
ろ
し
ま
す
。

　

※
バ
ラ
ン
ス
が
と
り
に
く
い
と
き
は
、い
す
の
背
や
壁
に
手
を

　
　

そ
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

そ
の
他
、自
宅
で
簡
単
に
で
き
る
体
操
は
、「
さ
わ
や
か
生
活

教
室
」で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
「
さ
わ
や
か
生
活
教
室
」は
、各

地
域
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
参
加
は
、無
料
で
す
。１
月
・
２
月

は
、歯
科
衛
生
士
に
よ
る
、お
口
の
健
康
の
話
も
あ
り
ま
す
。

　

詳
細
は
、広
報
誌
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
気
軽
に
、参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

〔
地
域
包
括
支
援
課　

内
線
５
５
８
〕

◎
子
・
丑
・
寅
…
６
番
目
！

　

真
ん
中
あ
た
り
に
な
る
「
巳
」。

怖
が
ら
れ
た
り
ま
つ
ら
れ
た
り
、

色
ん
な
顔
を
も
つ「
へ
び
」。

　

そ
こ
で
、
今
回
は
、「
へ
び
」が

登
場
す
る
本
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

『
干
支
の
切
り
紙
』

（
大
原　
ま
ゆ
み　
著
／
誠
文
堂
新
光
社
）

　

十
二
支
そ
れ
ぞ
れ
指
人
形
や

ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ
カ
ー
ド
な
ど
の
作
り

方
が
載
っ
て
い
ま
す
。
贈
り
物
と
し

て
作
っ
て
み
て
も
…
。

『
海
へ
び
サ
イ
ラ
ス
く
ん
が
ん
ば
る
』

（
ビ
ル
・
ピ
ー
ト　
作

今
江　
祥
智　
訳
／
ほ
る
ぷ
出
版
）

　

見
た
目
は
お
そ
ろ
し
い
け
れ
ど
、

本
当
は
お
と
な
し
い
大
海
へ
び
の

サ
イ
ラ
ス
。
あ
る
日
、さ
め
に
ば
か
に

さ
れ
た
の
で
、
船
を
難
破
さ
せ
て

強
い
こ
と
を
示
そ
う
と
港
へ
。

で
も
…
。　
　
　
　
　
（
児
童
書
）

『
ヘ
ビ
の
ネ
ロ
ネ
ロ
』

（
谷　
真
介　
作
／
理
論
社
）

　

好
奇
心
旺
盛
過
ぎ
る
こ
と
と
、

に
ょ
ろ
に
ょ
ろ
な
身
体
か
ら
ジ
ャ
ン

グ
ル
の
仲
間
に
入
れ
て
も
ら
え
な
い

ヘ
ビ
の
ネ
ロ
ネ
ロ
。
そ
ん
な
あ
る
日

出
来
事
が
…
。　
　
　
（
児
童
書
）

〔大和高田市立図書館
☎52-3424　 52-9415〕



Colleen（コリーン）さん
は、毎年リズモー市が派遣
する学生を引率し、大和高
田市を訪れています。

Lismore has many roundabouts, they are used at intersections to keep the 
traffic flowing. 
Most have trees growing on them and are quite beautiful to look at. Each one is 
different.

　リズモーには、たくさんのロータリーがあります。それらは、交通の流れを保つために、
交差点として使われます。
多くは、そこに木が育っていて、見てもなかなか美しいです。それぞれに異なっています。

11

Nowadays in Lismore
from Colleen

コリーンさんからのお便り　リズモーのこのごろ
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